
2025年度 第２四半期（中間期）
決算説明資料

2025年10月31日

Transform2025 ～創造と循環～
“Catch the Market Phase 2”

（見通しに関する注意事項）
本資料に記載されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくもので、種々の要因により影響を受けることがありますので、実際の業績は見通しから大きく異なる可能性があります。従って、これらの将来予測に関する
記述に全面的に依拠することは差し控えるようお願いいたします。また、当社は新しい情報、将来の出来事等に基づきこれらの将来予測を更新する義務を負うものではありません。
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（単位：億円）



商品分類別売上高

（単位：億円）
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商品分類別 売上高及び構成比

商品分類
売上高（億円）/ 構成比（％）

商品分類別
売上高増減金額（前期比）

（※）発泡酒及び新ジャンルの売上高は「ビール類」に含んでおります。

◆「嗜好品・飲料」は取引拡大及び気温上昇の影響などにより増収
◆「和洋酒」は取引拡大及び嗜好の多様化によりRTD・ウイスキー好調につき増収



業態別売上高

（単位：億円）
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業態別 売上高及び構成比

業態分類
売上高（億円）/ 構成比（％）

業態別
売上高増減金額（前期比）

（※）外食・業務用取引は「卸売業」及び「その他小売業」に含まれております。

◆「CVS」は取引拡大及びビール類・麺類の新商品好調により増収
◆「GMS・SM」は取引拡大及び販売価格の上昇等により増収



連結貸借対照表
（単位：億円）
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連結キャッシュ・フロー
（単位：億円）
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2025年度 第２四半期（中間期）
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「Transform 2025～創造と循環～」の進捗

２.商品開発

１.情報
 （ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ）

３.物流

10

【製・配・販と消費者の繋がりが生む新たな顧客体験】
■広告放映可能台数の規模拡大
■チラシアプリとの連動によるコンテンツの訴求力アップ

【多様化した消費者の幅広いニーズを充足する商品の拡充】
■凍眠フルーツの産地開拓、ラインアップ拡充
■オリジナル性に富んだクリスマスケーキ・おせちの開発

【社会課題を解決しつつ、経済的貢献も実現】
■サプライチェーン全体の効率化策を製・配・販で実践
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１．情報（デジタルサイネージ）

スーパーマーケット ドラッグストア

約5,000台約14,000台

■広告放映可能台数 約1万9千台に規模拡大  

✓DKサイネージに加え、他社運営サイネージへの広告配信
✓ドラッグストアへの配信も可能、より広範囲な認知広告が実現
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１．情報（デジタルサイネージ）

✓チラシアプリ上にQRコードキャンペーンの動画を掲載
✓放映コンテンツをより効果的に消費者へ訴求

■チラシアプリとの連動によるコンテンツの訴求力アップ

チラシアプリで
キャンペーン動画視聴

キャンペーンを
きっかけに訪店

キャンペーンに参加
（広告視聴／対象商品購入）
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２．商品開発（凍眠市場）

■凍眠フルーツの産地開拓、ラインアップ拡充
✓一番美味しいタイミングで急速凍結したこだわりの   
国産ブランドフルーツの商品

沖縄県産パイナップル ゴールドバレル 沖縄県産 アップルマンゴー
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２．商品開発（クリスマスケーキ・おせち）

■オリジナル性に富んだ
クリスマスケーキ・おせちの開発

シナモロール 
ふわふわ雲の上のクリスマスパーティー 4号

✓キャラクターIPの活用による市場の活性化

ゴールデンカムイ
和洋オードブル１段重

ポムポムプリン
聖夜のカスタードクリームケーキ プリン風味 4号



３．物流
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■サプライチェーン全体の効率化策を製・配・販で実践
✓帰り便の有効活用
✓自社開発の入荷受付システム活用拡大
✓バラ積み納品の解消

積載効率改善／荷待ち時間削減
当社物流
センター

小売様
店舗

メーカー様
デポ

車輛有効活用

帰り便の有効活用例

自社開発システムの
画面例
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非財務関連トピックス

テーマ これまでの取り組み 2025年度トピックス

テーマ これまでの取り組み 2025年度トピックス

・女性活躍のための環境整備
・えるぼし認定3つ星獲得

　・育児時短対象期間の延長
　（小学3年生→小学6年生）

・健康経営優良法人
　　ホワイト500認定 　・脳ドッグ補助金の新設

・ジョブマッチング制度
・介護コミュニティ運営
・ペアレンツコーチング開催

　・介護コンシェルジュの導入

(1)持続的成長に向けた
　　自律型人財の育成

■ダイバーシティエクイティ＆インクルージョン推進

■従業員の健康力向上

■多様な働き方の推進(2)働きがいのある
　　職場環境の整備

１．環境型社会への取り組み

(1)温室効果ガス排出削減 ・2025年5月より常温平塚センターにて
　太陽光発電利用開始

２．人的資本経営の高度化(DE&I推進/健康経営/働き方改革）

・LED切替
・エコカー切替
・太陽光発電活用
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商品分類別売上高
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業態別売上高
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ＰＬ推移
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株式状況

◆所有者別 株式分布状況

発行可能株式総数   40,000,000株
発行済株式の総数 12,720,000株
株主数 10,408名 （前期末比較 1,992名減少）

◆大株主（2025年９月30日現在）

◆株式の総数・株主数
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会社情報
◆概要（2025年９月30日現在）

◆沿革
■1886年 明治19年2月 武田長兵衛商店より洋酒食料部門を譲り受け、洋酒食料品雑貨の

直輸出入商および卸問屋業の松下善四郎商店（本社：大阪市）を創業

■1918年 大正7年11月 松下善四郎商店を改組して(株）松下商店（資本金１百万円 本社：大阪市）を設立

■1971年 昭和46年3月 (株）鈴木洋酒店（本社：東京都中央区）を合併し、商号を松下鈴木（株）に変更

■1982年 昭和57年10月 伊藤忠商事（株）（本社：大阪市）と資本・業務提携し、営業および管理機能の強化を図る

■1996年 平成8年10月 （株）メイカン（本社：名古屋市）と合併し、商号を伊藤忠食品（株）に変更

■2001年 平成13年3月 東京証券取引所市場第一部に上場  (証券コード：2692）

■2022年 令和4年4月 東京証券取引所プライム市場に移行 23
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